ステルス計算ソフト（プロトタイプ2.0.2）使用方法

1． 起動方法

フォルダを開き　Stealth.exe　をダブルクリックして起動します。
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2． 背景画像読み込み

ツールバーの
[image: image2.png]


をクリックすると、ダイアログが開き背景にしたい画像を選ぶ。プロトタイプ1.0ではビットマップ形式( xxx.bmp ) のみ読み込み可能です。（なお図はウインドウの大きさに合わせて表示され、ウインドウのサイズを変えればそれに伴って画像の大きさも変化します。）

3． 図作成などの基本操作について

　図に関する基本操作は、マウスクリック→マウス移動→マウスクリック、の手順で行ようになっています。

例えば、図の作成は　作成開始　→　形状設定　→　作成終了　、が対応し、図の変形や移動などの場合
変形開始　→　変形操作　→　変形完了、が基本操作に対応します。以下に各操作方法について説明します。

3．1 長方形入力

　ツールバーの
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をクリックした後、ウインドウ内をクリックし、希望の大きさになるまでマウスを移動させたら、クリックして入力を完了します。

3．2 周期的に並んだ長方形の入力

　周期的に並んだ長方形の場合は、一個分の長方形を入力し、入力が終った段階で画面に同じサイズの長方形が右に表示されます。入力の手順は、まずツールバーの
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をクリックした後、表示されたダイアログに作成したい個数を設定しOKボタンを押します。その後、長方形入力(3.1)と同様に入力を行うと、右に同じサイズの長方形が現れます。（各長方形の間隔の変更も可能です3.6「図の変形」を御覧ください。）

３．３　図の選択　　　　→　
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選択したい図をクリックすると四隅に青のポインタが現れ選択した状態になります。その後も連続して他の図を選択可能です。

周期的に並んだ図の場合、最左端の長方形をクリックすることで選択可能です。最左端の図が他のものの代表として扱われるためです。つまり最左端の図を選択することで他の図も選択ことになります。なお青のポインタ表示は最左端の図のみです。

３．４　図の移動

移動したい図を選択した後、ツールバーの
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をクリックする。次にウインドウ内の任意の位置をクリックしてからマウスを移動させると図も移動します。最後にマウスをクリックすれば移動完了です。

３．５　選択の解除

選択した図を解除するには、ツールバーの
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をクリックするかESCキーを押します。

３．６　図の変形

選択した図の四隅（
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）のいずれかをクリックしてマウス移動し、最後にクリックで変形完了です。

なお、周期的に並んだ図の場合、図の大きさを変えるもの以外に、図の間隔を変えるための青いポインタがもう一つあります。
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　これを操作することで各図の間隔を調節できます。
３．７　図の削除

図を選択し、ツールバーの
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をクリックすると図が削除できます。

4． 図の属性を入力する

　明度、傾斜など、図の属性を入力するには、入力の対象となる図を選択した後に各ツールバーをクリックし、ダイアログに対して入力操作を行いOKを押します。（なお図に対して明度、傾斜等を入力し終えても、色が変わる、傾いて見えるようになる等の見た目の変化はありません。）

4．1 明度入力

図を選択した後に、ツールバーの
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をクリックすると、明度見本ダイアログが開きます。明度見本を選んでOKボタンを押せば入力完了です。

4．2 傾斜入力

図を選択した後に、ツールバーの
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をクリックすると、垂直、水平の順に角度入力ダイアログが開きます。ここに数値を入力してOKボタンを押します。

4．3 直角の凹み入力

図を選択した後に、ツールバーの
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をクリックすると、ダイアログが開きます。図に対していくつ直角の凹みがあるか選択してOKボタンを押します。

4．4 窓、開口部などの凹部入力

図を選択した後に、ツールバーの
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をクリックすると、ダイアログが開きまず。周りの壁との明るさの関係を選択してOKボタンを押します。

4．5 出窓などの凸部入力

図を選択した後に、ツールバーの
[image: image15.png]


をクリックする。ダイアログが開きます。周りのかべとの明るさの関係を選択してOKボタンを押します。

5． 結果表示

図形の入力と、明度などの属性の入力を一通り終えた後に、ツールバーの
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をクリックすると結果が表示されます。（ただし、結果表示の前に入力した建物を二つ以上登録しておく必要があります。「6.図の登録」参照）

結果表示画面が表示されたら、各ボタンを押して結果を表示します。

（このグラフの画面は、必要であれば最小化するなどして残しておくことができます。閉じる場合は、画面右上の
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をクリックします。）

6． 図の登録

図の入力を一通り終えたらツールバーの 
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 をクリックして登録します。この登録作業は結果の比較のために、少なくとも２回行います。
7． ファイル操作

７．１　作成した図の保存

　図の入力を終えたら、
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をクリックして開いたダイアログに、保存名を入力して保存できます。（なお、読み込んだ画像は保存されません。）

　「6.図の登録」で登録した結果も保存されます。

７．２　保存したファイルを開く

　以前に、保存したファイルがあれば
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をクリックしてダイアログでファイルを選択します。OKボタンを押すとファイルを開きます。
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8． 入力支援画面表示

ツールバーの
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をクリックすると、入力例や手順を示す画面を表示できます。その後、画面の表示にそって入力を行ってください。
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